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OptiSystem とMatlab のコ・シミュレーション事例

　周波数領域と時間領域で同時に解析可能な光通信システムデザインツールOptiSystemは
光通信・光ネットワークのあらゆるタイプの物理的なレイヤリンク、ロングホールから LAN、
MAN までの設計と解析ができます。OptiSystem は関係製品のある光通信コンポーネント
設計ツールとの統合性に加えて ADS、Microwave Office、Matlab との統合もできます。
Matlabとのコ・シミュレーション機能により、Matlabを利用して新しい光デバイスを設計
したり、デジタル、電気信号を処理（データフレームを作り、FEC処理など）を行いするこ
とができます。要するに、OptiSystem と Matlab のコ・シミュレーションにより、デジタ
ルデータ処理、電気通信と光通信とのトータル通信システムの設計と解析が可能となります。

ここで OptiSystemとMatlabのコ・シミュレーションの事例を紹介します。

Matlabを利用した LiNbO3 Mach-Zehnder Modulatorの作成例

　OptiSystemはすでに 9種類の光変調器を用意していますが、シミュレーションの精度を
アップさせるため、Matlab とのコ・シミュレーション機能を利用することにより更に現実
的な変調器、LiNbO3 Mach-Zehnder Modulatorを作成することができます。

Matlab素子で作った LiNbO3 Mach-Zehnder Modulatorとそれにより構成された変調器モ
ジュールは以下ようになります。

図 1　LiNbO3 Mach-Zehnder Modulatorモジュールレイアウト
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LiNbO3 Mach-Zehnder Modulator には以下のM ファイルを使っています。

図 2　LiNbO3 Mach-Zehnder Modulatorに使われたMatlabのMファイル

　この光変調器は消光比、挿入損失、両分岐導波路のバイアス電圧、スイッチングバイアス

電圧、RF スイッチング電圧などあらゆるパラメータを考慮できます。一旦このデバイスを
Custom Libraryに保存すれば、いつでも使えます。
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PLL回路の作成例

　高速の信号はジッタ（jitter）に対して非常に敏感です。ジッタの影響で受信信号の正しい
時間位置からずれますので、符号誤り率（BER）が高くなります。ジッタの影響をなくすた
めに PLL 回路を利用することはクロック信号を同期させる最も一般的な手段です。以下は
Matlabの Simulinkを利用した PLL回路の作成解析例です。

光通信システムの発信信号にジッタを混入させ、受信回路にMatlab素子を利用し、クロッ
ク信号を同期させます。

図 3　光通信システムの構成

Matlab素子 PLLは以下のMファイルを使っています。

図 4　Matlab素子 PLLに使われたMatlabのMファイル
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この M ファイルには slmodel3 という Matlab の Simulink ファイルを使っています。 
Slmodel3 は Simulink で PLL 実現された PLL 回路です。Slmode3 の構成は以下の図面の
通りです。

図 5　slmodel3 – Simulinkで作った PLL回路

OptiSystemで解析を行いますとクロックシグナルの動きはスコープで観測できます。

Scope1 Scope2
図 6　シグナルスコープで観測された波形

後書き

　OptiSystem と Matlab のコ・シミュレーションの機能により、素子、システムのカスタ
マーズが可能になります。OptiSystem の応用範囲が更に拡がります。どのようなアプリケ
ーションにも対応できるといても過言でもないでしょうか。


